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東北地方のインフラＤＸを牽引する新たな拠点が誕生！
今年で
11回目

新年あけましておめでとうございます

石巻市日和山
職員提供
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令和６年 新年のご挨拶

「formosus（フォルモス）」ご愛読の皆さまへ
令和6年の年頭にあたり、一言ご挨拶申し上げます。

はじめに能登半島地震によりお亡くなりになられた
方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、
被災された方々へ、心よりお見舞い申し上げます。

今年も東北技術事務所は、安全で安心できる強く美しい東北をめざして、社会
資本を支える「技術」、「人材育成」、「災害対策」に関する３つの支援を基本
方針として取り組んでまいります。

昨年を振り返りますと、３月には、東北技術事務所に「東北インフラＤＸ人材
育成センター」が開所しました。東北におけるインフラＤＸ推進に向けた人材育
成拠点として整備をしたものです。
ＢＩＭ／ＣＩＭや３次元点群データ処理の技術を学習できる人材育成ルーム、

また、ＸＲブースやシミュレーターブース等を備え、デジタルリテラシー向上の
ための学習や見学・体験が可能となっています。開所以来、多くの方々にご利用
いただいています。

７月には、前年に引き続き、秋田県内において、記録的な大雨による災害が発
生しました。当事務所から排水ポンプ車、照明車の派遣をし、排水支援を実施を
しました。ご尽力いただいた皆さまに感謝申し上げます。

また、インフラメンテナンス国民会議東北フォーラムとの連携企画として「境
界ブロック目地部等防草技術の展示・実証実験」を実施したほか、「建設用３Ｄ
プリンタの実演見学会」を開催する等、新しい技術の支援にも取り組んでまいり
ました。

２０２４年の干支「甲辰（きのえたつ）」は、「春の日差しが、あまねく成長を
助く年」で、将来の大望を叶えるための準備が整う年と言われています。皆さま
と一緒になって、インフラＤＸ推進をはじめとした新しい取り組みを未来へ導く
ため、ＤＸセンターや新技術等のツールを活用し、新しい時代へ、まい進してま
いりたいと思います。

今年もどうぞ宜しくお願いいたします

東北技術事務所長 高橋 秀典
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建設用３Ｄプリンタの実演見学会を開催しました

令和５年１２月６日(水)、東北技術事務所において宮城県では初となる３Ｄプリ

ンタによる土木構造物製作の実演見学会が開催されました。

建設用３Ｄプリンタ技術は、土木･建設分野の効率化･生産性向上への貢献に期待

される先端技術であり、実演見学会には大学等の学識者、公共工事発注機関、建設

業界の多くの方々が参加し、闊達に質問･意見交換がされていました。

実演前の概要説明

３Ｄプリンタによる“魚道隔壁ブロック”の製作実演の実況解説

３Ｄプリンタで製作したコンクリート構造物を見たり触れたりする参加者
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令和５年12月４日、ザンビア橋梁維持管理能力向上プロジェクト「上級管理者
研修」（主催JICA）において、ザンビアの道路開発公社から、日頃、道路の新築
や維持管理を担当している４名の研修生が東北技術事務所を訪れ、ＤＸセンター
の見学・体験及び災害対策用機械の視察等をされました。

▲ＤＸセンター（MＲによる橋梁点検の基礎知識習得体験）▲東日本大震災への対応に関する講義

▲ＤＸセンター体験視察
（バックホウシミュレータによる操作訓練体験）

▲災害対策用機械視察（参加者による記念撮影）

▲災害対策用機械視察（対策本部車に乗車体験）

▲災害対策用機械視察（分解対応型バックホウ）

東北インフラＤＸ人材育成センター初！
～ 海外・ザンビアから視察 ～

ザンビア
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住民・関係機関等が参加する多賀城市総合防災訓練に参加し、災害
対策用機械の役割や機能及び活動実績の紹介を行いました。

多くの方が災害対策用機械に興味を持って頂き、防災意識の高揚を
図ることが出来ました。

令和５年度 多賀城市総合防災訓練

分解対応型遠隔バックホウ
リモコン操作が可能な機械で、分解
してヘリコプターで空輸することが
できる機械です。

排水ポンプ車
河川の氾濫や道路冠水などに排水作業
を行う機械です。

照明車
被災現場の夜間作業や夜間監視のため、
照明を照らす機械です。

日時：令和５年１１月１１日（土）

場所：多賀城八幡小学校

展示：災害対策用機械３台（遠隔操縦式バックホウ、排水ポンプ車、照明車）

■ 開催内容

■ 開催状況

どうして、照明車のタイヤは
浮いているの？

車両が転倒しないように、
アウトリガという装置を使
用して車両のタイヤを浮か
せています。

小学生も災害対策用機械に興味を持ってくれて沢山質問してくれました。
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令和５年度 危機管理（機械）エキスパート講習

【学科】 大規模災害時における災害対策用機械「行動計画」
災害対応・給水装置付き散水車について

【実技】 簡易遠隔操縦装置（ロボＱＳ）の操作訓練
排水ポンプ車による排水作業訓練
排水ポンプ車状態監視システム（ＤＳシステム）の取扱い

排水ポンプ車による排水作業訓練

簡易遠隔操縦装置（ロボＱＳ）を使用したバックホウの
遠隔操作訓練

座学

排水ポンプ車状態監視システム（ＤＳシ
ステム※2）の取扱い

大規模地震の危険性の逼迫や大雨による土砂災害が頻発していること
を踏まえ、災害対策用機械による即応体制の強化を目的として、「危機管理
（機械）エキスパート講習」が開催されました。

講習は、災害対策用機械技術指導員（※１）の技術力の維持と更なる災害対
応能力の向上を図り、大規模災害等に備えています。

※１ 災害対策用機械技術指導員とは、災害対策用機械の運用に係る技術的指導や作業計画等の
助言を行う職員のこと。

日時：令和５年１１月１４日（火）
場所：東北技術事務所構内
人数：１２人

■ 講習内容

※２ ＤＳシステムとは、排水ポンプ車に従事する作業員の安全確保をするため、遠隔による車両の
状態監視や排水ポンプ及び発電機を停止させることが出来る機能のこと。

■ 講習状況
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１．東北で登録されたNETIS掲載技術
新技術情報提供システム＝NETIS（New Technology Information System）は有用な新技術の公共事

業への活用を促進することを目的として、平成１８年より本格運用を開始し、全体では３，１４８技術
（令和５年１１月２７日現在）が掲載されております。

今回は、 今年、東北技術事務所で登録を行った１技術について紹介します。

２．NETIS新規登録の申請はオンラインで！
令和４年４月より、新技術の「新規登録手続き」はオンラインで実施しており、申請書類作成の事務

軽減を図っています。
新規登録する場合は、まずはオンラインで「事前申請」手続きを行って下さい。
なお、現在（令和５年１１月末）、新技術が数多く申請されている状況で、新技術を使用する工種に

よっては登録にお時間をいただいております。申請を予定している場合は期間に余裕を持って申請下
さい。

①
L型街渠（側溝）の占有幅最小化工法

「バリアフリー側溝 N-SR型」
登録番号 TH-230001-A

開発会社名 株式会社 丸万コンクリート

管（函）渠型スリット側溝上部を集水スリット部のみ露出する構造とし、境界ブロックとアスファルト舗装を側
溝上部に施工する事により、道路に露出したコンクリート構造物の占有幅を小さくし、アスファルト舗装の歩
道、自転車通行空間、路側帯幅の拡幅を目的とした側溝です。

新技術活用関連情報

▲新技術「バリアフリー側溝Ｎ－ＳＲ型」と
境界ブロックの組み合わせ

■NETISホームページ →URLはこちら https://www.netis.mlit.go.jp/netis/

①新規登録は「登録申請／変更・更新
／事前相談」タブをクリック

②「作成」マークをクリックする
と入力画面に移動します。

入力画面では項目にした
がって入力してください。

※登録申請にあたっては、
実施規約と実施要領を
確認いただいた後、申請
マニュアル等を確認しな
がら申請して下さい。
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新年明けましておめでとうございます。

昨年は、新型コロナが「５類」に引き下げられ、マスクの着用も任意となったことで、表情を伺いやすく

なった半面、年末にかけて、インフルエンザの流行があり、予断を許さない状況ではありますが、本年

も皆様が健康で充実した一年となりますことを心よりお祈り申し上げます。

さて、当事務所は ｢技術｣・｢人材育成｣・｢災害対策｣に関する３つの支援を基に、東北地方整備局･管

内事務所、自治体、業界等と連携し、本年も様々な業務に取組んで参ります。

この中で昨年開始したインフラＤＸセンターには、初めて外国からの訪問も含め多数の来場者を迎え、

従前から実施している体験型実習施設も皆様から好評をいただいているところです。

また、高校生｢橋梁模型｣応募作品の１次審査会が早速１月に予定されるなど、今年も様々な取り組

みを進めていきたいと考えておりますので、引き続きフォルモスからの情報発信をご覧下さい。 （Ｓ記）
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